避難訓練（火災、二次避難）実施計画
平成○○年○○月○○日
○○○○部
ねらい
· 火災発生時に、発生場所を考慮して適切な避難行動をとれるようにする。
· 最初に避難した場所も危険になった場合には、急遽第二次避難場所へ避難することが必要であることを理解する。
日　時
○○月○○日（○）  ○○時○○分～○○時○○分
想　定
· 授業中１階○○室より出火したため、ただちに使用不能の第○昇降口と○○非常階段を避けて、校庭に避難集結する。                  
· 煙と炎が激しく、二次災害の恐れが生じたため、校庭から学校近辺の○○公園に移動・待避する。
避難場所
◆第一次　校庭

◆第二次　○○公園
通報の内容
· ［放送］「ただ今より避難訓練を行います。１階○○室より火災が発生しました。ただちに第○避難場所へ集まりますので、防災ずきんをかぶりなさい。廊下は煙でいっぱいですので、右手にハンカチをもって口にあて、左手で肘を支えて走らないで避難しなさい。なお、第○昇降口と○非常階段は使用できません。避難開始」
事前の指導
· 緊急時は放送や指導者の指示をよく聞き、口を結んで、人を押したり、走ったりしないです速く避難すること。
· 校舎内、および校外での避経路路を確認すること。
· 学校敷地外へ避難する場合にも、口を結び列を乱さないように歩くこと。
訓練時の指導　

· 放送と同時に学習活動を中止させ、放送を確実に聞き取らせる。
· 窓を閉め、カーテンを結ぶ。放送の指示により防災ずきんをかぶらせて避難させる。
· 校庭に集結後、第２次避難の指示内容をしっかり聞き取らせる。
· 第二次避難場所では、指示通りにす早く行動させる。
第一次避難の避難経路
· 第○昇降口……○年全、○年全、○○○室
· 第○昇降口……○年全、○年全、○○○
· 第○昇降口……○年全、○○室、○○室
· ○非常階段……○年全、○○室、○○室
第一次避難の留意事項
《児童・生徒誘導責任者（学級担任または授業者）》
· ヘルメット着用、非常袋、メガホン、出席簿を携帯する。

· 人員の点検、報告は敏速・確実に行う。
担任・授業者→学年主任→教頭→校長 
· 避難経路の確認と安全に留意する。
· 第一避難場所での整列は、朝会の隊形で行う。
· 人員の点検、報告の終了した学級は、端座をして静かに次の指示を待たせる。                                  
《その他》
· 養護教諭……自力避難が困難な児童・生徒を確認し誘導する。
· 事務・用務主事……校内を巡回して、残留児童の有無を確かめる。
第一次避難場所での指示
· 「ただいま校舎が燃えています。風が強いので煙が校庭に流れ、火の粉が降ってくる恐れがあります」
· 「これからとなりの○○公園へ避難します。低学年から避難開始」
第二次避難
· 低学年→高学年の順で、学年ごとに移動する。
· 第二次避難場所で人数の確認を終え、報告が済んだらすぐに帰路につく（出口に近いクラスから移動する）。
· 校庭に戻り、朝会の隊形で講話を聞く。
事後の指導
· 学級ごとに訓練の反省をする。
第二次避難場所への避難経路図
